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このたび、じきじきに寺井崇二教授よりお声がかかり、私の数学のことについて Sun Ship 通信に寄

稿するようにとのことでしたので、今までのご高名な先生方の消化器内科学分野の学術的で貴重な寄稿

文集の末席を汚すことになりますが、よろしくお願いいたします。また、あらかじめ皆様に誤解のない

ようにお伝えいたしておきますが、これから書かせていただく私の数学のことはついては私の仕事に影

響を及ぼさない程度にしていることであり、普段は日々、診療と医学の研究にいそしみ、特に研究面で

は平成 28 年度科学研究費を獲得し、第 54 回および第 55 回日本肝臓学会総会での口演にて研究成果を

発表し、現在英論文を作成中であります。 

数学が私の趣味のように思われるとやや抵抗がありますが昔から嫌いではありません。ここで再度お

断りをさせていただきますが、私は決して数学だけが趣味の、暗い趣味の持ち主ではなく、他に自宅の

庭の畑で毎年野菜（今の時期はジャガイモ、キュウリ、トマト、ナスです）を栽培したり、白い柴犬を

飼っていて毎朝散歩につれていったり、卓球が得意なので（大学では卓球部でした）卓球を部活として

いる中学生の娘とよく体育館へ行ってやったりもしております。 

そもそも今回、Sun Ship 通信に寄稿するきっかけとなったのは、私が以前から人知れずひっそりと月

刊誌「大学への数学」の「学力コンテスト」の問題を解いて同雑誌に投稿していて、その時それがたま

たま成績優秀者として雑誌に名前が載っていたのを T 先生に見つかってしまった！！ことが始まりだ

と思っております。月刊誌「大学への数学」というマニアックな雑誌は、おそらく皆様のように理系ク

ラスで医学部に入学され数学が得意であった先生方であれば一度は聞いたことがあるかと思います。特

に開成や筑波大駒場など関東地方出身の先生方、または灘を筆頭とする関西地域出身の先生方であれば

高校時代にやっていて「懐かしい！」という先生方もおられるのではないでしょうか。私は新潟の高校

出身ですが、新潟では耳にしたことはあっても周りでもやっていたというのは聞いたことがなく、あま

り知られていなかったように思います。 

 以前、新潟市医師会報（2016 年 11 月号）の「Doctor’s café」にも書かせていただきましたが、ここ

数年前からまた大学入試数学をやるようになったのは自分の子供の影響があったことは間違いありま

せん。それまでは高校を卒業してから約 25 年間、全くしておりませんでした。きっかけは、娘が小学

校高学年になり算数も難しくなってくると、樹形図を書いて場合の数を求める問題があり、ある日聞か

れたことがありました。5 種類の並べ方の問題で本来なら小学生では樹形図を一つ一つ書いて答えなけ

ればならないところを、私が高校数学を思い出し、簡単な方法は 5！（階乗：びっくりマーク）だ、と

教えてしまい家内にひどく怒られたこともありました（娘はびっくりマークの記号にうけていたようで

したが・・。）。そんなことから、今後子供に数学を聞かれたら答えられるようにまた少し高校数学をや

ってみようと思ったのが一つのきっかけでした（しかし現在、中学 3 年生になった彼女は私の教え方が

しつこくて嫌なのか、今では全く数学を聞きに来てくれません・・）。 

 それからまず本を探して書店で目についたのが月刊誌「大学への数学」でした。毎月、前月の 20 日



に発行・発売で新潟は 21 日に書店に並びます。その本ははっきり言って、東大・京大クラスの、または

医学部を目指すための受験生用の数学雑誌です。薄いため一見手に取りやすい本なのですが、中身を見

るとかなり重厚で、その月の特集とする数学の問題の基礎から応用の詳しい解説と、その特集に関する

大学入試問題・解答がぎっしりとつまっていました。 

ところで右の問題は、私が再度受験数

学の興味をそそられる問題の一つでし

た。整数問題や確率の問題など数をいじ

くりまわすだけのつまらない問題ではな

く、Sun Ship 通信の読者の皆様にも視覚

的にわかりやすい、久しぶりに見て懐か

しいような問題を挙げてみました。いわ

ゆる「傘形分割の公式」を使う問題です。

皆様のように高校時代優秀で、バリバリ

の理数科で医学部に入学された先生方に

とっては「なんだ、こんな問題か。よくあ

る問題じゃん。」と思われるかもしれませ

ん。私も昔解いた覚えがあるのですが、回

転させるΔV は y=mx に垂直にしてなん

とか解いていた記憶があります。しかし

それだと、紙面の都合上その雑誌で書か

れてある詳しい解説は載せませんが、当

然原点 O の近くは後で WN から引くべき

回転体ができてしまい、計算が面倒にな

ってしまいます。「なるほど。」と、この問

題は私が感心した解答法の一つでした

が、他にもたくさん難しい問題に対する、

感心するような、感動するような解答法

が載っていたのです。 

さらにこの雑誌では数学の問題ばかりだけではなく、昔この雑誌で勉強し、理学系や数学科の道へ進

んで現在は大学の教授として研究されている先生方の「インタビュー・私の軌跡」や、受験時代にこの

雑誌で数学を勉強した現役大学生達の読者 OB の受験体験記「東京大学理科三類への道」（資料 1）や「慶

應義塾大学医学部への道」(資料 2)など、私とは別格な人達の普段聞けないような大学受験勉強体験記が

記されており、とても興味がわく内容が書かれていました。7 月号くらいになると、合格者の声も多数

載せられ、2019 年度の「合格しました」（資料 3）の一部を最後に載せてみました（東大理 III、慶応医、

慈恵医にすべて合格しましたって・・・なにこれ・・）。今の私の仕事には全く関係がない内容ですが、

昔自分が受験生だったことも思い出して照らし合わせ、また、これから受験を控えるであろう自分の子

供達への思いを馳せながら勝手に楽しんで読んでいます（子供達はとんだ迷惑だと思いますが。）。医学



部の受験は数学がすべてではないと思います

が、それでも数学が要になるのは間違いないよ

うです。また、この雑誌ではその年度に行われ

た主な大学入試の数学の問題と解答はすべて

早い時期に掲載されますし、日本数学オリンピ

ック予選・本選、国際数学オリンピックの問題

と解答も月によって掲載されています。 

さて、いよいよ雑誌の最後のページの方には

学力コンテスト（通称「学コン」）という「大学

への数学」オリジナルの問題が毎月掲載されて

います(2 月号を除く)。 

右の問題は 2015 年度の学コンの問題です

が、この問題も私にとっては印象に残る解法で

した。優秀な先生方、「こんなのもよくやる解法

だろ。」と言わないでくださいね。これはベクト

ルの問題ですが、P の y 座標の最大値をベクト

ルの内積として考えてわりだし、次に、最初は

x y z の三次元空間の話でしたが、平面α上で新

たに X 軸・Y 軸を作って二次元にして計算して

います。最後はα平面上にて      にし

て見事に解いており感心させられました。 

学コンは全部で 6 問あり、1 問 25 点で S コ

ースは１～3 問目（75 点満点）までの文理共通、

A コースは 1～4 問目（100 点満点）までの一般

の理系向け、B コースは 1～６問目（150 点満

点）での理系で意欲的な人向け、と書いてあり

ます。解答用紙にはそれぞれの問題の解答時間

も記載しますが、考えはじめてから答案を書き

上げるまでの実質的な所要時間が、30 分以内な

ら”SS”を、30 分～1 時間なら”S”を、1 時間～2

時間なら”M”を、2 時間以上なら”L”を○で囲む

ことになっており、私はほとんどが”L”です。そ

の後郵送するのですが、締め切りがおよそ同月

の 8 日ころまでです。締め切りに間に合い、成

績優秀者はコースごとに上位から数十名の実

名（＋在校名・出身校名または所在地）が 2 ヶ

月後の雑誌に掲載されます。私はさすがに B コ

ースを解いて提出したことはなく、そこまでし



て労力を数学に費やしている場合ではないし、まずもって 6 問目までは連続して解けません。満点をと

ってさらに解法が良かった人は、上位からそれぞれ数人ずつ一等賞～三等賞まで表彰され、景品がもら

えます。私も二等賞と三等賞をそれぞれ一回ずついただいたことがあります。3 ヶ月連続で成績優秀者

に載ると、「3 ヶ月連続成績優秀者」としても名前が掲載されます（右上表）。   

最近、ここ一年ほど、せめて S（たまに A）コースだけでもと

頑張って解いて、人知れずこっそり郵送しておりました。最近は

少し成績優秀者として時々名前が載ることがありましたが、「こ

んなマニアックな雑誌、医師ではだれも見ていないだろうとろ

う。」と甘くみていました。しかし、たまたま運が良いのか悪いの

か、今年の 4 月号に 3 ヶ月連続成績優秀者（コースは S, S, S コー

ス）の数十名の中に私の名前が掲載されたのを T 先生に見つかっ

てしまったのです。（よく、見てんな～・・T 先生。）思えば先ほ

ども書きましたが、一度「新潟市医師会報」で学コンについて書

いたことがありましたね。 

それにしても、成績優秀者は関東や関西の有名高校の名前がず

らりと並び（浪人生や大人も含む）、中には灘中 3 年（兵庫）や栄

光学園中 2 年（神奈川）などで B コースの成績優秀者？？！とい

うことがあり、びっくりします。「頭がどうかしているんじゃない

か？」、と思いますが、多分こういう人達が将来余裕で東大・京大

に入れるのでしょう。ちょっと次元が違い過ぎます。反対に愕然

とするのですが、新潟県の現役高校生、卒業生の名前がほとんど

いないことにショックを受けました。見つけてもせいぜい月に一

人か二人。少なくとも新潟県の周囲の県はもっと載っています。

新潟県ではたぶん、「大学への数学」のようなマニアックな雑誌を

数学の先生が生徒に教えて勧めるようなことはあまりないのかも

しれませんし、自分のときのことも考えると学校や塾などの教材

が精一杯だった気がします。が、それにしてもさみしい限りです。

（もっとがんばれよ、新潟！）。しかし、最近では新潟県の現役高

校生の名前がいつも同じ名前ではありますが載ることがあり（右

上表）、私も載せて励ますような勝手な思いでやっておりました。

これが私の数学、学コンをやっていたもう一つの理由です。 

ところで、提出した学コンを採点してくれる赤ペン先生・添削

者（通称「学コンマン」）は右下表に書かれているように私よりか

なり歳下の現役大学生です。自分の解答の添削者の指名も可能で

す。ほとんどが受験を終えたばかりの受験数学の天才のような人

達ばかりで、これも学コンの特徴・魅力だと思います。おそらく

彼らは高校時代に学コンを解いて、優秀成績者だった強者達なの

でしょう。学コンマンになれる条件はかなりハードルが高く、さ



らに東京出版社のある東京の近郊在住でないとだめのようです。 

以上、長々と私の数学について、特に月刊誌「大学への数学」への思いを述べさせていただきました。

最近は忙しく、せめて学コン S コースだけでもとそこだけしか読んで解いてはおりませんでした。でも

他をよく読んでみると、2019 年 6 月号には高校生のための科学最前線「巨大ブラックホールの影が見え

た！」と宇宙の話が出てきたり、7 月号では数学アラカルト「蜂の巣の六角形構造はエコ構造なのか」と、

ある研究者が蜂の巣の六角形に対し数学を使って 4 ページに渡って検討して論文調で述べていたり、数

学を活かす社会の現場・理系の受験生にこそ知ってほしい「公認会計士のあれこれ」など理系学生の仕事

についての特集が組まれていたりして、この雑誌は医学部を目指す人達だけではなく、科学に興味をも

つ、あるいは理系の人達にどのような仕事があるのかなどの興味をひかせる内容が盛りだくさんに組ま

れています。私も小・中学生の子供がおりますが、将来は何になりたいかはまだ自分でもよくわからな

いようです。先生方の中には、高校の理系（特に理数科）で今後受験を控えているお子様もいらっしゃ

るかと思います。親のように医師になりたいと本当に思っているお子様もおられると思いますが、理系

だけどまだ将来何になりたいかわからないというお子様もいらっしゃるかと思います。「大学への数学」

の雑誌に書かれてある数学の問題以外のいろいろな科学のお話は、理系の高校生達の将来の視野を広め

てくれるかもしれません。一度、この雑誌をお子様と共に読んでみてはいかがでしょうか。 

最後ですが、2019 年 7 月号の学コン A コース４問を解いて締め切りまでに出してみました。添削は

7/26 頃に私に郵送されてくると思います。成績発表と解答は 9 月号です。この最後に 7 月号の学コン

の問題 6 問を掲載いたしました。高校時代に数学が好き・得意だった先生方。久しぶりに解いてみませ

んか？下に私の出した答え（途中経過は省きました）を書きました。間違っていたらすみません・・。 

 

＊ この寄稿文は月刊誌「大学への数学」に掲載されている紙面、問題、解答が含まれておりますが、

東京出版より Sun Ship 通信によるインターネット上での掲載の許可を得ております。 

 

＜1 問目の私の解答（正解とは限りません）＞ 

(x-2)2+(y-1)2=1 

(x-18)2+(y-9)2=81 

(x+2)2+(y-4)2=16 

(x+18)2+(y-36)2=1296    

＜2 問目の私の解答（正解とは限りません）＞ 

(1) ∠IBD = π/2 

(2) DB = 2/√3 cosψ 

(3) 4/3√3 ＜ k ≦ √3 

＜3 問目の私の解答（正解とは限りません）＞ 

2019 

Σ[k/[√k]]  =  60582 

K=1 

＜4 問目の私の解答（正解とは限りません）＞ 

直線 l:  y=2x-2 
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